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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：小さな平和の使者　
お名前：板垣里香　　　　　　　　　　　　　　　

(下記より本文をご記入ください)

｢今日も○○町で熊の目撃情報がありました。保護者の方は児童を迎えに来てください｣
学校からこんなメールが頻繁に届くようになった。
我が家から学校までは徒歩数分だが、熊の目撃情報がない日も念のため小学一年生の娘の送り迎えをしている。
そんなある日、娘を迎えに行った帰り道に背後から教頭先生がこちらのほうへ歩いてくるのが見えた。先にある駐車場へ向かっているようだった。
私が挨拶しようとすると、少し前を歩いていた娘がくるりとふり向き、ちょっと強面の教頭先生に「さようなら。お仕事頑張ってください！」と大きな声で一言。私と教頭先生は驚いたようにしばし互いに顔を見合わせたが、その後教頭先生は照れくさそうに「ありがとう。嬉しいなぁ」と言って、笑顔を見せた。

また別の日の事だ。新築工事を行っている娘の小学校は大型トラックが頻繁に出入りするため、校門前の横断歩道に交通整理をする女性警備員が配置されている。
私は娘と校門から出る際に、赤い旗を振って私たちが安全に横断歩道を通れるようにしてくれる警備員さんに「ありがとうございます」とお礼の言葉を伝えた。
すると娘も横断歩道の途中で突然くるりと振り向き、「お仕事頑張ってください！」と大きな声で挨拶した。
その声に圧倒されたのか、いつもは物静かな警備員さんも笑顔で「ありがとう」と返した。
私は娘に
「そんなこと言えて偉いね。誰かに習ったの？」
と聞くと、娘は
「習ってないよ。こう言ったら喜ぶかなと思って言っただけだよ」
と無邪気な笑顔で教えてくれた。
私は娘の姿を見ながら、韓国でよく使われる｢善なる影響力｣という言葉を思い出した。
誰かの善い行いが周囲に良い影響を広げていくという意味で使われる言葉だ。
｢相手に喜んでもらいたい｣という純粋な思いから発せられた小さな一言。その一言は、人の心を和ませ、思いがけない喜びを与えた。

平和とは、教頭先生や警備員さんを笑顔にさせた娘の行動のように、相手を思い、それを具体的な行動に移すことから始まるのではないだろうか。私も小さな平和の使者を見習って、身近な人を喜ばせる行動や言葉を大切にしていきたいと思った。
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